
パソコン PS-2 キー制御 LSI
SKM-M62XXDS

SKM-M62XXDS シリーズは、Micro Chip 社の PIC16C62 を使った、DOS/V パソコン用の PS-2 キー制

御ＬＳＩです。

少数使用のユーザーであっても、独自のキー配列に対応できるように、セミカスタム生産の形態を取

ります。ユーザーからのキー配列の要求に合わせ、弊社でキー配列のテーブルを作り、PIC16C62 のワ

ンタイム PROM に書込み出荷します。もちろん、大量の注文（ロット１万個以上）に対しては、マス

クを起こして対応することもできます。

DEC0-3 を外部のオープンコレクタ・デコード・ドライブＩＣで、最大 16 接点へ出力し、RET0-7 へ

の８ビット入力を、デコードし、PS-2 の走査コードに変換し、パソコンに出力します。00h に相当する

１点は内部処理のコードと区別するため、使用できません。そのため、最大 16×8 - 1 = 127 接点に対応

します。デコードＩＣとしては、接点数が 79 以下と少ない場合は 74LS145 を推薦します。それ以上必

要なときは 74159 か 74LS145 を２個使います。DEC3 のインバート出力 DEC3# を持つため、 74LS145 

を２個使う時も外部インバータＩＣは必要有りません。

本チップは OADG テクニカル・リファレンス・ハードウエアのキーボード仕様に準じた機能を持っ

ています。PS-2 キーボードは走査コードを Scan Code 1, 2, 3 の３種類をサポートすることになっていま

す。 Scan Code 1 は昔の IBM PC/XT 用の仕様、Scan Code 3 は新しく設定されたが、殆ど使われていな

い仕様です。Scan Code 2 は IBM PC/AT で規定され、俗に106/9 キーと言われる日本語対応キーを含め

て、殆ど全てのパソコンはこのモードで動作しています。本チップは Scan Code 2 のみをサポートして

います。別のモードで動作させたいときは、別途お問い合わせください。

なお、SKM-M6200DS を弊社標準のキー配列のものとします。そのキー配列を次に示します。ユーザ

ー専用の配列をとった場合、型番の XX はユーザー固有の番号となります。

図１） SKM-M62XXDS ピン配列
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注意）信号名の最後に # マークがついているのは、０レベルでアクティブになる負論理信号を表します。
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